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好個の著書である。

 （池永正人）

藤塚吉浩著：『ジェントリフィケーション』古今

書院，2017年3月刊，191p.，2,800円（税別）

ジェントリフィケーションは，1990年代以降

におけるグローバル経済の成長に伴い，その形態

を徐々に変化させ，鍵概念となった。本著者はま

さしくこの時代に，ジェントリフィケーションに

関する論文を数多く執筆したジェントリフィケー

ション研究の開拓者であり，その研究地域は京

都，東京など日本国内に留まらず，イギリス，ア

メリカ，ドイツなど海外に及ぶ。

本書は10章と，その各章における事例報告を

位置付ける「まえがき」から成る。第1章では，

ジェントリフィケーション研究，すなわち，ジェ

ントリフィケーションを鍵概念とする研究の世界

的動向が紹介されている。まず第1章では，都市

再生としての光の側面と，それと同時に発生する

立ち退きやコミュニティへの影響に関する研究，

第2章ではその発生要因に関する研究（資本化か

人間か）第3章では多元化する現象の理論的統合

が取り上げられ，第4章では21世紀に入り注目さ

れた同現象の学問分野における背景，および資本

主義・先進諸国のみならず，旧社会主義国・発展

国へと発生地域的にもグローバル化がみられるこ

とが書かれている。

第1章は，ジェントリフィケーションに関する

海外諸国の研究動向と日本における研究の可能性

という章題に表されるように，1960年代のロン

ドンで同用語が生み出された背景と，その後に中

心部衰退に悩まされていた1970年代のアメリカ

においてジェントリフィケーションが歓待された

という時代的推移を記述し，社会的影響（都市へ

の回帰・再活性化・立ち退き）と理論的探求（制

度論・段階モデル・地代格差論・新中間階級・マー

ジナルジェントリファイアー）の側面から膨大な

数の先行研究を端的かつ明解に紹介し，とりわけ

今後は新中間階級に関する研究の重要性が増すこ

とが示唆されている。

第2章では，京都市西陣地区を事例とし，京都

市中心部への人口回帰と，その一因でもある中心

部のオフィスビル建設に注目し，主に居住者の職

業（専門・技術職就業者あるいは学生），世帯構

成（核家族世帯あるいは単身），住宅所有関係（持

家あるいは借家），前住地域の傾向（市内他地区

あるいは他県）に関する定量的データを地区別の

国勢調査を用いて示している。また，複数年の住

宅地図を用いて従前の土地利用を比較し，西陣織

の事業所跡地とそこへの共同住宅の建設による立

ち退き発生を示唆している。西陣地区の基幹産業

であった繊維工業は，呉服の需要の陰りと出機に

よる地区外生産の増加により1980年代に衰退し

た。この時期に地価の相対的安さ，歴史的地区と

してのイメージの良さなどから共同住宅が建設さ

れ，これら共同住宅への専門・技術職就業者の増

加が確認された。

第3章では，東アジア諸国におけるジェントリ

フィケーションの発生傾向として，伝統的住宅あ

るいは高層共同住宅であること，1980年代以降

にはソウルオリンピック開催や外国人観光客の増

加を背景に伝統保存への認識が高まり，伝統的住

宅が再評価されたことである。この意味で京都市

は，日本の主要都市において数少ない第二次世界

大戦による被災の少なかった例として好事例と成

り得るという。京都市のインナーシティは，バブ

ル経済崩壊後の地価の下落と空閑地の存在を背景

とし1990年代半ばにジェントリフィケーション

を経験したという。

第4章は，2000年代以降のジェントリフィケー
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ションの研究動向を，スコーパスを用いて提示し

ている。ジェントリフィケーション研究の論文数

は1990年代の景気後退時に減少したが，2000年

代に入ってからは急増したという。また，1990

年代には地理学における論文数が他学問分野を凌

駕していたのに対し，2000年代には都市学の学

術雑誌への掲載論文数が地理学を上回るほどに増

加した。こうした「21世紀」のジェントリフィ

ケーションは主として新築のジェントリフィケー

ション，都市プロジェクト，新自由主義に関する

ものであるという。また，1970年代から研究者

により多くの注目をうけていたロンドンにおい

て，とりわけ2000年代以降には工場跡地や空地

における新築のジェントリフィケーションが重要

性を増したことが述べられている。

続く第5章では，第4章で紹介されたロンドン市

の中心を流れるテムズ川周辺の新築のジェントリ

フィケーションを，資本の再投資，高所得者の来

住による地域の居住者階層の上方変動，景観の変

化，低所得の周辺住民の間接的立ち退きから判断

されるとの先行研究を踏襲したうえで，とりわけ地

域の居住者階層の上方変動と景観の変化を統計と

現地調査から，立ち退きに関しては先行研究により

明らかにしている（なお，資本の再投資に関しては

居住者変動および景観から判断可能としている）。

第6章では，舞台をニューヨーク州に移し，

ニューヨークのジェントリフィケーションの歴史

的推移を簡潔にまとめつつ，2000年代以降のブ

ルックリン北部を対象に居住者の専門・管理関連

職就業者率を示し，とりわけ同割合が70%と高い

地区（コミュニティ・ディストリクト）である

パーク・スロープ，ブルックリンハイツ，ダンボ

を紹介している。また，2000年代に最も変化の

著しいウィリアムズバーグを取り上げ，ゾーニン

グの変更などに注目している。

第7章では再度日本の例に戻り，東京特別区部

における専門・技術，管理職就業者の変化を注視

しつつ，潜在的地代と資本化地代との地代格差に

より高層の住宅開発が行われたこと，とりわけ東

京都中央区では2002年の都市再生特別措置法施

行により超高層共同住宅の建設が著しく増加した

ことを指摘している。

第8章では世界都市ニューヨーク，ロンドン，

東京の都市間比較研究が行われている。なかでも

これら3地域における社会経済的変化，とりわけ

職業階層の変化とエスニシティの人口変化の比較

では前者をロンドン市タワーハムレッツのミル

ウォールと港3丁目で，後者をニューヨーク市ブ

ルックリンのサウスサイドで比較している。

第9章では社会主義後のベルリンのジェントリ

フィケーションを，とりわけ社会主義体制下の都

市建設と，老朽化した建物への補助政策，賃料上

昇に注目しフリードリヒスハイン地区における例

を紹介している。

第10章では，2000年代以降の脱成長社会にお

けるジェントリフィケーションの特徴が，とりわ

け都市政策との関連にあるとし，大阪市中心部に

おける2000年代後半の社会構造の変化に注目し

つつ，西区，谷町6丁目，天満福島区の産業構造

の変容と建物の特徴を述べたのち，これら地区周

辺のコミュニティがどのようにそれらと対峙して

いるか，景観との不調和なども述べている。　

本書のまえがきにもある様に，ジェントリフィ

ケーションは地価の変化と密接に関わるという点

において，都市地理学の主要概念と大きく関わ

る。例えば，都市内部構造の変化，すなわちバー

ジェスの同心円地帯モデル（本書では理論と解釈

されている）やホイトの扇型モデルという都市地

理学の主要概念の理解とも密接に関わる。その他

にも本書では，都市活性化，人口回帰現象（Back 

to the City Movement）やインナーシティ問題，

都市経済の衰退とバブル崩壊など，幅広いテーマ
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を取り上げ，それらとジェントリフィケーション

との関係性を示唆する工夫が施されている。例え

ば東京都中央区における路線価の推移と土地利用

の相関関係（第3章）は，主題図としても興味深

く，バブル経済崩壊後の東京中心部の路線価低迷

と，その後の集約的土地利用の発生要因との関係

性が示されている。同時に本書では大都市（本著

では「世界都市」）である京都，東京，ニューヨー

ク，ロンドン，ベルリン，大阪の中心部，すなわ

ちインナーシティの構造に関する紹介もなされて

おり，さらには全編に渡って地図・写真が多用さ

れているため，都市地理学の専門家のみならず，

それ以外の研究者や学生にも是非一読をお勧めし

たい良書である。

本著の著者である藤塚吉浩氏（大阪市立大学）

はジェントリフィケーション研究の専門家であ

り，本書でも様々な世界都市の紹介がされている

が，その軸は一貫して「ジェントリフィケーショ

ン」に置かれている。そのため，都市に興味の少

ない読者であれば躊躇しがちな世界「都市」を

扱っている書籍の中でも，各国に関する詳細な背

景知識や海外都市の個々の地理的名称に関する予

備知識がなくとも内容が理解できるという側面を

もっているといえよう。

末筆として今後，例えば本著でも取り上げられ

ていた東アジア諸国（第3章），旧社会主義国（第

9章）の研究の発展も期待されるし，または近年，

文化人類学分野などの隣接諸分野で進められつつ

あるアフリカ諸国等は，植民地経営の時代にアン

グロサクソン的都市開発の影響を少なからず受け

た例であり，こうした最新の研究を含め，全世界

におけるジェントリフィケーション研究の動向も

待ち望まれるところである。

 （池田真利子）

宮澤　仁編：『地図でみる日本の健康・医療・福

祉』明石書店，2017年3月刊，204p.，3700円（税別）

本書の編著者である宮澤氏は「はじめに」で本

書の特徴を簡潔に示している。すなわち，「日本

の健康・医療・福祉に関する図解事典」であり，

「「地図」を中心に据えて事項を解説」しているこ

と，さらに「保健・医療・福祉の分野で相互の連

携が重視されていること」を踏まえてこれらに関

わる事項を網羅していることである。

本書の執筆者は編著者の宮澤氏を含め18名に

及ぶが，彼らは保険・医療・福祉の各分野で実績

のある研究者である。それぞれの研究者の有する

研究課題は様々であり細分化されている部分もあ

るが，本書は，地図という共通の道具を用いたこ

とで，保険・医療・福祉という非常に幅広いテー

マを一つの軸で網羅し，共通性や個別性を理解す

ることを可能にしている。

さらに保険や医療を対象とした書籍であるが，

執筆者が地理学の研究者であることも本書の重要

な特徴である。この点について，宮澤氏は「おわ

りに」において「地域を多面的に把握すること，

また，他地域との比較を通じて自地域を相対化す

ること」が肝要であり，そのために地理学的視点

が重要であると説明している。本書には多数の地

図が掲載されているが，それらから地域の特徴を

把握し地域間の比較からその特徴を文章で説明す

るのは，地理学を学んだ者の得意とするところで

あり，本書では地図から何を読み取ることができ

るのか，丁寧な解説が付されている。さらに，カ

ルトグラムや経路距離に基づくバッファー分析な

どの地理学的な分析を用いることで，より詳細な

分析や考察も行っている。このように，地図を活

用した考察や記述という点が，保険や医療に関す

る類書に比べた際の本書の大きな特徴であり，地

理を専門とする者が執筆した効果が発揮されてい


